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本 I論文の構成は 2 {fljからなっている。第 1 i'Hjは上の仮説に従って低レイノルズ紋にむけるナピヤ・
ストークス方程式の解を数値JI-'n: により求めたものであるが、 flJ柱のほか写像変換により杓I'JH- と任 dむ






















との接続、後流に付する渦拡散の導入などを行なって、，)ミ際に近い私li ~~を fl，):たものである。この Jj U;
は附則的には川位以外の物体にも適用できるので、まIj離点近傍の取扱いを近似(1'0 にもせよ IlrJì'Ëならし
める )flílJ に・歩を踏みだしたものとみられ、独創性の 1"・:i い品よであるといえる。
これを j立船予(1'0 にみるとき、船尾のJ5波や(，晴元性能に付する宇山内の影特など、ほとんど Fのっけら
れていない川組を解HJJする有力な子t支を f是供したことになるが、他の，':';::分:P-í'にむいても応、 111 の IlrtìE
yt;土少なくないであろう口
よー J て本JiI 文:は博士JiIJどとして ftlli値あるものと認める。
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